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泉佐野市の学校として 
 

先日、大阪府教育委員会の主任指導主事 2名と泉佐野市教育委員会をお訪ねいたしました。
০ফ 4月に着任いたしましてから 8 カ月が厢岸ようとしておりますが、この২の市教委訪問は初めての
こととなります。日根野高校は府য়学校ですので、市教委様とは卟接の繋がりが薄いと言えばその通
りなのですが、お౲かりしている生徒の匭くが泉佐野市ড়であり、また泉佐野市য়中学校のলମ者
でございますので、決して無関係ということはなく、むしろ、もっと早い時期にごあいさつに上がるべきとこ
ろでした。 

お会いいたしましたのは、教育শ様と学校教育ୖশ৻৶様、৖ଂの叕勠৶事様の 3名様で、表
敬のご挨拶という趣旨もございましたが、同時に「日根野高校のミッションとそれに向けてのビジョン」を
お話しさせていただくという機会にも恵まれました。本校のミッションとは「ঽয়し、௵をఎし、共に生きて
いく人材の育成」にあります。そのために「グローバル人材と大阪グローカル人材という二つの価値観」を
かかげ、「実践的な三つの専門コース」と「言ୁ印ৡ及びそれを卹৷したঽഞ表現印ৡの開৅教育
を通じて目標達成していくという中期ビジョン「ك匊たくணし上げますと、崿嵔崤ン崮ーション印ৡ開৅ق
をお示しさせていただきました。この「日根野スタイル」を分かりやすくお伝えするとともに、本校の学校
運営へのご支援をお願いするということが、この২の市教委訪問の主旨でございましたので、その意味
におきましては、一定の成果が得られたものと考えております。 

もちろん、教育の成果とは、日々、現場において地道に積み上げられていくものであり、私が何をし
たからというようなことで展開していくものではございません。校শとしてできることは、少しでも現場が動
きやすい環境を整備あるいは維持していくことで、成果は生徒・保護者・そして私ども教職員全員の
౑ৡの匫匄であると考えています。そして、その成果とは、「生徒がঽ分で考えঽ分で決めた勺ଡ଼を
実現できた達成厤」にষきつくものと思っております。市教委様とお話しできましたことは初めてでござい
ましたが、地元泉佐野に貢献する人材育成にかける思いは共通でございます。これをきっかけに、密
接な相互連携が取れるようになれば、これに勝るものはないと考えます。 


